
「小野川周辺の観光」

談
ふたり・香取・語り

江戸時代より舟
しゅううん

運で発展してきた佐原

小野川沿いを中心に現
いま

代も残る町並み

いつしか「小江戸」と呼ばれるようになった。

地元で活動する者と

海外からこの地を訪れた者が

出会い、語り合う

1945 年生まれ。NPO 法人
「小野川と佐原の町並みを
考える会」理事長。佐原幼
稚園、津宮幼稚園、伊地山
幼稚園の園長を兼任。

小江戸佐原の魅力を語る

1958 年生まれ。作家。現
在までに 20 冊の本を台湾
で出版。7 月末には佐原の
旅行記「佐原小江戸迷情」
を台湾で出版。

高
橋　

ア
リ
ス
さ
ん
は
数

回
佐
原
を
訪
れ
て
、
小
野

川
を
中
心
と
し
た
本
を
台

湾
で
発
行
さ
れ
ま
し
た
よ

ね
。
私
も
本
を
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

ず
は
佐
原
の
印
象
を
お
聞

き
き
し
た
い
ん
で
す
が
。

ア
リ
ス　

一
番
の
印
象

は
、
人
が
温
か
い
と
い
う

こ
と
と
、
高
橋
さ
ん
の
よ

う
に
歴
史
（
町
）
を
守
っ

て
い
る
と
い
う
人
が
、
た

く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

高
橋　

私
た
ち
の
会
が
、

な
ぜ
佐
原
の
町
並
み
を
残

し
た
い
の
か
と
い
う
と
、

江
戸
時
代
の
中
期
ご
ろ
が

今
の
私
た
ち
の
生
活
の
原

点
な
ん
で
す
よ
。
佐
原
に

は
そ
れ
が
あ
っ
て
、
そ
の

文
化
を
守
り
残
し
た
い
と

思
い
活
動
し
て
い
る
ん
で

す
。

ア
リ
ス　

私
も
本
を
書
く

に
あ
た
っ
て
、
江
戸
文
化

の
文
献
を
調
べ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
も

の
が
現
代
ま
で
引
き
継
が

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
し
、
佐
原
に
も
そ
れ

を
感
じ
る
ん
で
す
。

高
橋　

佐
原
に
訪
れ
る
人

や
住
ん
で
い
る
人
か
ら

も
「
の
ん
び
り
で
き
る

ね
」「
ゆ
っ
た
り
し
て
る

よ
ね
」
と
い
う
感
想
を
聞

き
ま
す
。
多
分
そ
れ
は
、

D
N
A
の
中
に
日
本
人
の

持
っ
て
い
る
懐
か
し
さ
が

あ
っ
て
、
心
を
く
す
ぐ
ら

れ
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

ア
リ
ス　

佐
原
を
訪
れ
て

ゆ
っ
く
り
で
き
る
懐
か
し

さ
と
い
う
の
は
私
も
感
じ

ま
す
ね
。

高
橋　

東
洋
人
み
ん
な
が

持
っ
て
い
る
感
覚
が
佐
原

に
は
あ
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
ね
。
だ
か
ら
ア
リ
ス

さ
ん
に
も
懐
か
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
ね
。

ア
リ
ス　

特
に
親
し
み
や

す
さ
が
、
佐
原
に
は
あ
る

ん
で
す
よ
ね
。

高
橋　

私
た
ち
が
町
並
み

保
存
を
は
じ
め
て
15
年
に

な
る
ん
で
す
が
、
来
て
く

れ
た
人
た
ち
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
計
画
作
り
が
ま

だ
ま
だ
不
十
分
だ
と
思
う

ん
で
す
。
佐
原
は
舟
運
で

栄
え
た
の
で
、
利
根
川
や

水
を
利
用
し
た
拠
点
づ
く

り
や
、
今
回
1
市
3
町

が
合
併
し
香
取
市
に
な
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
、
小
野

川
周
辺
だ
け
で
な
く
滞
在

型
、
体
験
型
の
観
光
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。

ア
リ
ス　

滞
在
型
に
は
、

ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
考

え
て
い
ま
す
か
？

高
橋　

2
、
3
日
く
ら
い

で
す
か
ね
。
今
の
日
本
人

の
旅
行
は
珍
し
い
場
所
に

行
く
の
が
多
い
け
ど
、
癒

し
の
時
間
を
求
め
た
旅

行
っ
て
あ
ま
り
な
い
で
す

よ
ね
。
こ
れ
か
ら
は
そ
う

い
う
旅
行
が
増
え
て
く
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん

で
す
。
癒
し
の
観
光
地
づ

く
り
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

ア
リ
ス　

と
て
も
い
い
観

点
で
す
ね
。
気
持
ち
を
休

め
る
こ
と
は
と
て
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
毎

回
佐
原
に
く
る
と
癒
さ
れ

る
ん
で
す
。
こ
こ
に
は
安

心
感
が
あ
り
ま
す
ね
。
佐

原
を
訪
れ
る
人
た
ち
も
同

じ
気
持
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い

の
か
な
。
そ
れ
に
、
お
店

の
人
た
ち
に
笑
顔
で
お
も

て
な
し
さ
れ
る
こ
と
に
感

激
し
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん

に
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す

が
一
番
好
き
な
場
所
は
ど

こ
で
す
か
？

高
橋　

や
っ
ぱ
り
小

野
川
で
す
ね
。
一
般

的
に
舟
運
で
栄
え
た

川
は
整
備
さ
れ
て

ま
っ
す
ぐ
な
の
に
、

蛇
行
し
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。
そ
こ
が
一

番
の
魅
力
じ
ゃ
な
い

か
な
。
ア
リ
ス
さ
ん
も
好

き
な
場
所
は
あ
り
ま
す

か
？

ア
リ
ス　

場
所
で
は
な
い

で
す
け
れ
ど
、
宿
泊
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
小
野
川

ま
で
、
朝
散
歩
す
る
こ
と

で
す
ね
。
お
店
の
人
た
ち

が
笑
顔
で
声
を
か
け
て
く

れ
る
こ
と
が
好
き
な
ん
で

す
。
佐
原
を
代
表
す
る
も

の
は
た
く
さ
ん
あ
る
け

ど
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
の
気
持
ち
が
好
き

で
癒
さ
れ
る
ん
で
す
。

高
橋　

癒
し
の
町
と
い
う

こ
と
で
す
ね
（
笑
）。
逆

に
改
善
し
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

ア
リ
ス　

あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
こ
れ
か
ら
も
癒
し

空
間
を
守
り
続
け
て
ほ
し

い
で
す
。

（
対
談 

平
成
18
年
10
月
12
日
）

※
通
訳
に
は
香
取
市
国
際
交
流

協
会
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

髙
たかはし

橋賢
けんいち

一×
（台

たいわん

湾）

さ
ん

（佐
さわら

原イ）

さ
ん

▲台湾で出版された小江
戸佐原の本
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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

「
佐
原
に
く
る
と
癒
さ
れ
る
ん
で
す
。

こ
こ
に
は
安
心
感
が
あ
り
ま
す
ね
」

A
アリス

lice N.H.C
チェン

hen

「
舟
運
で
栄
え
た
川
な
の
に
蛇
行
し
て
い
る
。

そ
こ
が
一
番
の
魅
力
じ
ゃ
な
い
か
な
」

▲蛇行して流れる小野川

シリーズ



広報 �2006年（平成 18年）11月 15日

平成 18 年度 9 月末時点の一般会計予算は、グラフのとおり、総額 275 億 4885 万円となっています（うち収納・執行状況は色付で表示）。
収入済額は 136 億 2623 万円（収納率 49.5 パーセント）、支出済額は 100 億 5663 万円（執行率 36.5 パーセント）です。
グラフ中説明事項の上段は、いずれも予算額、下段はそれぞれ収入済・支出済額です。また（　　）内は収納率、執行率です。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
市
債
︵
長
期
借
入
金
︶
な
ど
を
、
ど
の
よ
う
に
使
用
し

た
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
毎
年
5
月
と
11
月
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
﹁
香
取
市
財

政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
﹂に
基
づ
く
も
の
で
、今
回
は
平
成
18
年
度
上
半
期︵
4
月
1
日
～
9
月
30
日
︶

の
財
政
状
況
と
平
成
17
年
度
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

財
政
課　

☎
(50)
1
2
0
7

　

平
成
18
年
度
は
10
特
別
会
計
と
2
企
業
会
計
で
運
営
し
、

現
在
、
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
2
3
6
億
2
9
2
6
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
で
支
出
済
額
が
収
入
済
額
を
上
回
っ
て

い
る
会
計
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
や
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
年
度
末
に
収
入
さ
れ
る
た
め
で
す
。

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所

広報 �【行政情報】

　

平
成
18
年
3
月
1
日
付「
佐

原
市
長
岩
瀬
良
三
に
関
す
る

措
置
請
求
」
に
係
る
住
民
監

査
請
求
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
合
併
に
よ
り
佐
原

市
香
取
監
査
委
員
・
櫻
井
監

査
委
員
は
3
月
26
日
失
職
し

た
た
め
、
香
取
市
岩
立
監
査

委
員
・
平
野
監
査
委
員
が
本

事
案
を
引
き
継
い
だ
も
の
で

あ
り
ま
す
。

1
、
請
求
の
要
旨

　

周
辺
住
民
1
名
が
、
平
成

17
年
8
月
に
千
葉
県
風
致
地

区
佐
原
地
域
内
佐
原
公
園（
諏

訪
上
）
内
一
部
法
面
の
木
竹

を
伐
採
し
て
ほ
し
い
と
佐
原

市
に
要
望
し
た
。
そ
れ
を
う

け
佐
原
市
は
千
葉
県
に
木
竹

伐
採
申
請
を
し
な
い
で
市
内

建
設
会
社
へ
平
成
17
年
8
月

請
書
も
作
成
せ
ず
工
事
（
伐

採
）
を
依
頼
、
後
日
（
工
事

完
成
後
）
平
成
18
年
1
月
31

日
に
請
書
を
交
わ
し
た
。
そ

の
件
の
調
査
措
置
請
求
を
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
右
工
事
代
金
の
返

還
措
置
請
求
を
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

2
、
監
査
の
結
果

　

こ
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
17

年
12
月
補
正
予
算
で
計
上
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
予

算
も
計
上
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
事
前
に
請
書
も
徴
さ
ず
、

伐
採
を
業
者
に
依
頼
し
た
こ

と
は
、
旧
佐
原
市
財
務
規
則

の
う
え
か
ら
も
違
法
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
予
算
に

基
づ
か
な
い
支
出
、
支
出
負

担
行
為
は
違
法
と
な
る
が
、

一
定
の
時
点
ま
で
に
予
算
措

置
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
そ

の
違
法
性
は
治
癒
さ
れ
、
現

実
に
公
金
の
支
出
が
行
わ
れ

た
時
点
を
も
っ
て
判
断
す
べ

き
で
、
補
正
予
算
で
代
金
の

支
出
が
さ
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
違
法
性
は
治
癒
さ
れ
た

も
の
と
い
え
る
。

　

よ
っ
て
、
違
法
又
は
不
当

な
財
務
会
計
上
の
行
為
に
あ

た
る
も
の
と
は
認
め
が
た
い

の
で
、
本
件
措
置
請
求
に
関

し
て
は
理
由
が
な
い
も
の
と

判
断
す
る
。

※
本
件
監
査
請
求
は
、
要
約

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

監
査
委
員
事

務
局　

☎
(50)
1
2
2
5

予 
算 

額 

2
7
5
億
4
8
8
5
万
円

収
入
済
額 

1
3
6
億
2
6
2
3
万
円
収納率
49.5%

予 

算 

額 

2
7
5
億
4
8
8
5
万
円

支
出
済
額 

1
0
0
億
5
6
6
3
万
円
執行率
36.5%

支 出

収 入

特
別
会
計
と
企
業
会
計

一般会計 市　税　　　81 億 ��64 万円
（5�.�％）　　4� 億  78� 万円

地方交付税　75 億　 �5 万円
（6�.�%）　　51 億 ��1� 万円

市　債　　　25 億 5520 万円
（0.0%）

国庫支出金　1� 億 771� 万円
（28.�%）　　  5 億 5��4 万円

繰入金 　　  12 億 4477 万円
（0.0%）

地方譲与税　11 億 2100 万円
（4�.� %）　　 4 億 8542 万円

県支出金　　 � 億 8566 万円
（14.5 %）　　 1 億 4�40 万円

地方消費税交付金　8 億  600 万円
（60.�%）　　 4 億 8585 万円

繰越金　　　  7 億 70�� 万円
（100.0%）　　7 億 70�� 万円

諸収入　　　 7 億 62�2 万円
（�1.5 %）　　 2 億 4041 万円

その他　　　16 億 257� 万円
（51.� %）　　 8 億 ��86 万円

その他　　� 億 �005 万円
（4�.�%）   4 億 88�2 万円

農業水産業費 12 億 476� 万円
（21.8%）   2 億 7140 万円

消防費 　17 億 4268 万円
（61.7%）10 億 7477 万円

公債費　 26 億 128� 万円
（�8.7%）10 億 11�1 万円

土木費 　2� 億 18�4 万円
（11.8%） � 億 4424 万円

衛生費 　2� 億 565� 万円
（44.4%）1� 億 1�8� 万円

教育費 　�0 億  288 万円
（41.6%）12 億 4�07 万円

総務費 　50 億  82� 万円
（�7.�%）18 億 �6�8 万円

民生費 　70 億 6�56 万円
（�4.0%）24 億  605 万円

80 億円 60 40 20

60 億円15 30 45

平
成
18
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

　香取市国民保護計画策
定にあたり、市民の皆さ
んから広く意見を募集し
ます。
■締め切り 11 月 27 日㈪
■計画の公表方法
市ホームページまたは、
市窓口（市役所総務課、
市役所情報コーナー、各
区自治振興課）で閲覧で
きます。
問い合わせ　総務課

　☎ (50)1201

香取市国民保護計画
策定のため意見募集

国民健康保険事業

老人保健事業

介護保険事業

居宅介護サービス事業

農村地域工業等導入促進事業

農業集落排水事業

観光事業

下水道事業

土地取得事業

火葬場事業

予算

�1 億 �46� 万円

7� 億 2�8� 万円

41 億  72� 万円

1 億 2071 万円

��0 万円

2 億 4222 万円

�600 万円

1� 億 1�72 万円

204� 万円

5447 万円

収入済額

�5 億 842� 万円

�1 億 1641 万円

17 億 �1�4 万円

2250 万円

877 万円

2281 万円

655� 万円

2 億 74�1 万円

102� 万円

�056 万円

支出済額

�5 億 24�� 万円

�2 億  74� 万円

14 億 6844 万円

5855 万円

7688 万円

4�8� 万円

8 億 �4�7 万円

102� 万円

1618 万円

 ■　特　別　会　計
■水道事業会計
収益的支出（予算額）21 億 467� 万円

（収入済額）   8 億 21�0 万円
（支出済額）   5 億 �562 万円

資本的支出（予算額）12 億 �025 万円
（収入済額）  　　  　 　0 円
（支出済額）   � 億 �271 万円

■簡易水道事業会計
収益的支出（予算額）　   1 億 28�8 万円

（収入済額）　  　 218� 万円
（支出済額）  　　 2465 万円

資本的支出（予算額）  　　 5�65 万円
（収入済額）　 　  　41 万円
（支出済額）   　　2544 万円

住
民
監
査
請
求
と
結
果

上記落札金額には、消費税を含みません。売却価格は、消費税を含む価格となります

予算額 275 億 4885 万円 平
成
18
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

住
民
監
査
請
求
と
結
果



� 広報 2006年（平成 18年）11月 15日

　

市
の
会
計
は
、
大
別
す
る
と
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
分
か
れ
ま
す
。

市
の
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
理
が
一
般
会
計
。
平
成
17
年
度
の
一
般

会
計
決
算
額
は
、
収
入
総
額
で
3
0
4
億
5
1
9
5
万
円
、
支
出
総
額

は
2
8
5
億
1
7
3
4
万
円
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

19
億
3
4
6
1
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
合
併
に
よ
る
旧
団
体
の
剰
余
金
な
ど

を
新
市
に
引
き
継
い
で
い
る
た
め
、
こ
れ
を
整
理
し
た
平
成
17
年
度
の
実
際

の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
11
億
2
9
2
7
万
円
と
な
り
ま
す
。

収
支
の
内
訳

　

収
支
内
訳
を
見
る
と
、
歳
入
の
主
な
も

の
は
、
市
税
84
億
7
9
2
6
万
円
、
地

方
交
付
税
76
億
2
7
8
万
円
、
諸
収
入

24
億
4
2
8
5
万
円
、
市
債
24
億
1
5
3
0
万

円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
59
億
5
9
3
2

万
円
、
民
生
費
59
億
3
9
0
2
万
円
、
教
育
費

28
億
3
8
1
4
万
円
、
衛
生
費
25
億
8
9
4
6
万

円
で
す
。

借
入
金
の
状
況

　

学
校
や
道
路
な
ど
公
共
施
設
の
建
設
整
備

に
は
、
一
時
的
に
多
額
の
お
金
が
必
要
に
な

る
た
め
、
市
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
だ
け

で
は
賄
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
施
設
は
長
期
に
わ
た
っ

て
利
用
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
建
設
時
の
市

民
だ
け
で
な
く
、
将
来
に
わ
た
り
負
担
い
た

だ
く
こ
と
が
公
平
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の

た
め
、
国
や
県
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
長
期

返
済
を
条
件
と
し
て
、
資
金
を
借
り
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
借
入
金
を
「
市
債
」
と
い
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め

る
に
は
市
債
の
活
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
市
債
は
長
期
に
わ
た
り
返
済
す
る

の
で
、
そ
の
増
加
は
翌
年
度
以
降
の
予
算
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
市
で
は
慎
重
な
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
17
年
度
末
の
市
債
残
高
は
、
市

民
1
人
当
た
り
約
28
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
は
、
行
政
を
よ

り
円
滑
に
効
率
よ
く
進
め
る
た
め
、
一
般
会
計
の
収
入
や
支
出
と
は
別

に
区
分
し
て
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
、
老
人
保
健
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
観
光

事
業
、
下
水
道
事
業
、
土
地
取
得
事
業
、
火
葬
場
事
業
、
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
、
交
通
指
導
員
事
業
、
福

祉
作
業
所
事
業
の
14
事
業
を
特
別
会
計
で
運
営
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水

道
事
業
会
計
と
簡
易
水
道
事
業
会
計
は
公
営
企
業
会
計
で
す
。

特
別
会
計
と
企
業
会
計

 ■　特　別　会　計

� 広報【行政情報】

　10 月 1� 日に行われた、公用車の売却に係
る入札結果は、次のとおりとなりましたので
お知らせします。
問い合わせ　財政課　☎ (50)1207

市債の年度末残高
平成 17 年度  250 億 64�2 万円

（人口 1 人当たり 28 万 2,516 円）

国民健康保険事業

老人保健事業

介護保険事業

居宅介護サービス事業

農村地域工業等導入促進事業

農業集落排水事業

観光事業

下水道事業

土地取得事業

火葬場事業

住宅新築資金等貸付事業

学校給食センター事業

交通指導員事業

福祉作業所事業

収入

�0 億 1157 万円

81 億 82�6 万円

40 億 7610 万円

1 億 1070 万円

412 万円

1 億 �812 万円

1 億 14�2 万円

18 億 �7�5 万円

2088 万円

64�6 万円

72� 万円

4 億  ��6 万円

1266 万円

1�72 万円

調整額欄は、一般会計と同様、合併により旧団体の剰余金などを新市に引継い
だ額で、これを整理した平成 17 年度の実際の歳入歳出差引額を表示しています。
住宅新築資金等貸付事業、学校給食センター事業、交通指導員事業、福祉作業
所事業の歳入歳出差引額は、香取市において一般会計へ引継いでます。

支出

�0 億 4766 万円

78 億 �207 万円

�6 億  626 万円

1 億 1001 万円

1 億 7868 万円

1 億  448 万円

18 億 8046 万円

2088 万円

�8�2 万円

4�� 万円

� 億 7�7� 万円

12�8 万円

2477 万円

調整額

� 億 5860 万円

-2 億 �26� 万円

-2 億 755� 万円

102 万円

-120� 万円

-�0� 万円

115� 万円

-1560 万円

歳入歳出差引額

� 億 2251 万円

1 億 1826 万円

1 億 �4�1 万円

171 万円

412 万円

7�5 万円

75 万円

2842 万円

1104 万円

2�6 万円

�02� 万円

28 万円

-505 万円

■水道事業会計

収益的収支（収入）20 億 �5�0 万円

（支出）1� 億 85�1 万円

資本的収支（収入）　� 億 712� 万円

（支出）11 億 8417 万円

（不足額は損益勘定留保資金などで補てん）

■簡易水道事業会計

収益的収支（収入） 　　  8�15 万円

（支出）   1 億 277� 万円

資本的収支（収入）　 　  �076 万円

（支出）　  　  5171 万円

■市債残高（平成 17 年度末現在）

上水道事業債　　　　107 億 7��6 万円

下水道事業債（農業集落排水事業含む）

118 億   �27 万円

簡易水道事業債    　　14 億 7�17 万円

そ　　の　　他　　　　6 億 842� 万円

市
有
財
産
の
状
況 ¥

▒
▒
▒
▒

　

清
潔
で
安
全
な
水
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
す
。
井
戸

な
ど
の
利
用
者
は
、
衛
生
的

な
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
井
戸
の
衛
生
管
理

　

井
戸
の
ふ
た
な
ど
に
破
損

が
な
い
か
点
検
し
、
雨
水
な

ど
が
入
ら
な
い
よ
う
清
潔
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
水
質
検
査

　

井
戸
を
新
た
に
設
置
し
た

場
合
は
、
水
質
基
準
に
定
め

ら
れ
て
い
る
検
査
を
実
施
し
、

安
全
を
確
認
し
て
か
ら
給
水

し
ま
し
ょ
う
。

　

井
戸
水
の
色
や
濁
り
、
臭

い
、
味
に
異
常
が
な
い
か
日

ご
ろ
よ
り
確
認
し
、
1
年
に

1
回
は
水
質
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

●
水
質
検
査
機
関

　

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
毎
月
2
回
検
査
（
予
約
、

有
料
）
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
民
間
検
査
機
関
で
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
(52)
9
1
6
1

環
境
安
全
課  

☎
(50)
1
2
4
8

　

市
民
環
境
課
☎
(82)
1
1
2
3

　

市
民
環
境
課
☎
(78)
2
1
1
3

　

市
民
環
境
課
☎
(75)
2
1
1
3

車両
190台

積立金 28 億 9640 万円
証券 126 万円
出資金 7231 万円

土地
2,209,217㎡

建物
304,657㎡

市税
84 億 7926 万円

27.9%

地方交付税
76 億 278 万円

25.0%
諸収入
24 億

4285 万円
8.0%

市債
24 億 1530 万円

7.9%

繰入金
19 億 5157 万円

6.4%

国庫支出金
15 億 5901 万円

5.1%

県支出金
12 億 1265 万円
4.0%

繰越金
9 億 7420 万円
3.2%

地方譲与税
8 億 6407 万円
2.8%

地方消費税交付金
8 億 558 万円

2.7%

その他
21 億 4468 万円
7.0%

収入
304 億

5195 万円

支出
285 億

1734 万円

総務費
59 億 5932 万円

20.9%

民生費
59 億 3902 万円

20.8%

教育費
28 億

3814 万円
10.0%

衛生費
25 億

8946 万円
9.1%

土木費
25 億 3703 万円

8.9%

公債費
24 億 5137 万円

8.6%

消防費
16 億 6627 万円

5.8%

農林水産業費
12 億 7950 万円
4.5%

その他
32 億

5723 万円
11.4%

上記落札金額には、消費税を含みません。売却価格は、消費税を含む価格となります

車 両 番 号
車 　 名
登 録 番 号
型 　 式
グ レ ー ド
初年度登録
参 加 者 数
最低売却価格
落 札 金 額

1

トヨタクラウン

千葉 �� ふ �047

Ｅ－ＪＺＳ 1�5

ロイヤルサルーンＧ

平成 6 年 6 月 20 日

� 人

15,000 円

1�1,000 円

2

トヨタクラウン

千葉 �� ね ���8

Ｅ－ＪＺＳ 1�5

ロイヤルサルーンＧ

平成 5 年 7 月 15 日

5 人

20,000 円

105,000 円

�

トヨタクラウン

千葉 �� ね �177

Ｅ－ＪＺＳ 1�5

ロイヤルサルーン

平成 5 年 4 月 2� 日

� 人

20,000 円

180,000 円

4

トヨタクラウン

千葉 �� ね 2717

Ｅ－ＪＺＳ 1�5

ロイヤルサルーンＧ

平成 � 年 11 月 18 日

� 人

25,000 円

105,000 円

歳出総額 285億1734万円 平
成
17
年
度
決
算

平
成
17
年
度
決
算

公用車の売却に係る入札結果公用車の売却に係る入札結果き
れ
い
な
水
を
安
心
し
て
飲
む
た
め
に

き
れ
い
な
水
を
安
心
し
て
飲
む
た
め
に

一般会計
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ま
す
（
相
談
無
料
）。

▼
12
月
3
日
㈰　

10
時
～
正
午

場
所　

山
田
公
民
館
研
修
室
1

▼
12
月
5
日
㈫　

10
時
～
14
時

場
所　

小
見
川
区
事
務
所
2
階

和
室

▼
12
月
8
日
㈮　

10
時
～
15
時

場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
2
階

第
1
研
修
室

相
談
の
内
容　

い
じ
め
、親
子
・

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的

人
権
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
人
権
思
想
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
と
普
及
の

た
め
相
談
所
の
開
設
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
や
い
や
が
ら
せ
な
ど

人
権
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽

夫
婦
・
扶
養
・
相
続
な
ど
の
家

庭
問
題
、
借
地
・
借
家
・
名
誉
・

信
用
・
差
別
・
い
や
が
ら
せ
な

ど
、
人
権
上
の
問
題
や
悩
み
ご

と
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課　

☎
(54)
1
1
3
8

　

市
民
環
境
課
☎
(82)
1
1
1
4

　

市
民
環
境
課
☎
(78)
2
1
1
3

　

市
民
環
境
課
☎
(75)
2
1
1
3

　

人
間
は
だ
れ
で
も｢

幸
福
な

生
活
を
送
る
権
利｣

を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
人
権
と
い
わ

れ
る
も
の
で
、
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
る
た
め
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
権
利
で
す
。

　

12
月
4
日
㈪
か
ら
10
日
㈰
ま

で
人
権
週
間
で
す
。
人
権
に
つ

い
て
の
正
し
い
理
解
と
相
手
の

立
場
を
考
え
た
明
る
い
社
会
を

築
き
ま
し
ょ
う
。

特
設
相
談
所
の
開
設

　

人
権
週
間
に
ち
な
み
特
設
相

談
所
を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委

員
と
法
務
局
職
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

氏　

名

住　

所

電
話
番
号

松
本　

滋

佐
原
イ
2
‐
8

(52)
2
3
5
6

多
田　

博

下
小
野
7
5
6

(5�)
2
4
4
4

小
林　

尚
英

佐
原
イ
1
0
5
7

(52)
2
8
5
5

久
保
木　

和
子

佐
原
イ
5
0
2
‐
1

(52)
4
5
0
6

稲
葉　

志
名
子

み
ず
ほ
台
1
‐
1
‐
1
2
3

(54)
7
1
1
8

宮
本　

榮
示

八
筋
川
1
9
0
7

(56)
2
0
1
6

宗
像　

早
苗

佐
原
イ
4
3
6

(52)
3
2
1
3

田
中　

量
教

大
根
1
1
5
1

(5�)
1
5
2
0

栗
山　

孝
雄

笄
島
4
6
5
5
‐
2

(56)
1
5
1
8

人
見　

權
右
衛
門

貝
塚
1
6
6
2

(8�)
1
3
9
8

武
﨑　

秀
雄

岡
飯
田
4
4
5
‐
1

(8�)
9
3
0
7

林　

三
和
子

八
日
市
場
9
7
4

(82)
2
4
7
2

圓
藤　

弘
典

虫
幡
1
2
3
7

(82)
5
7
8
1

篠
塚　

悦
子

一
ノ
分
目
1
0
1
5

(82)
1
8
4
4

日
下
部　

愷
雄

山
倉
1
9
4
3

(7�)
2
9
2
0

金
生
谷　

尚

川
上
1
3
8
5

(78)
4
0
4
5

小
堀　

弘
治

府
馬
2
8
0
2
‐
1

(78)
4
7
3
3

佐
藤　

貞
男

荒
北
9
3
9

(75)
2
3
8
0

多
田　

晴
雄

西
田
部
9
3
6
‐
1

(75)
2
1
0
4

に
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
や
法

務
局
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
も
毎
月
1
回
各
区
事
務

所
で
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　

国
民
年
金
は
そ

の
と
き
の
若
い
世

代
が
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
で
高

齢
世
代
を
支
え
る

「
世
代
と
世
代
の

支
え
合
い
」
で
す
。

　

若
い
世
代
の
人

は
年
金
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
誰
で
も
い
つ

か
は
高
齢
者
に
な

り
ま
す
。
そ
の

時
の
生
活
を
子

ど
も
だ
け
に
頼

れ
ま
す
か
？ 

老

後
に
備
え
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
大
切

で
す
が
、
個
人
の
努
力
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
国
が
責

任
を
も
っ
て
、
将
来
の
年
金
受

取
り
額
と
現
役
世
代
の
負
担

（
保
険
料
）
を
考
え
な
が
ら
運

営
し
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
者

が
キ
チ
ン
と
保
険
料
を
納
め
て

い
け
ば
確
実
に
年
金
が
受
け
取

れ
る
制
度
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら

全
員
加
入

　

国
民
年
金
は
、
加
入
す
る
人

（
被
保
険
者)
に
よ
っ
て
次
の

3
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
1
号
被
保
険
者　

自
営
業
者

な
ど

第
2
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
人

第
3
号
被
保
険
者　

厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
夫
（
妻
）
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
妻
（
夫
）

　

加
入
手
続
き
が
済
む
と
、
後

日
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
年

金
手
帳
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、
各
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
翌
月
末
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
に
は
手
間
が

省
け
、
納
め
忘
れ
が
な
い
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。手
続
き
は
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
の
窓
口
ま

た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
。

65
歳
に
な
っ
た
ら

老
齢
基
礎
年
金

　

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保

険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
を

合
わ
せ
、
原
則
と
し
て
25
年
以

上
あ
る
人
が
65
歳
に
な
っ
て
か

ら
受
け
ら
れ
る
の
が
老
齢
基
礎

年
金
で
す
。

障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

間
に
病
気
や
け
が
で
障
害
者
に

な
っ
た
と
き
や
、
20
歳
前
の
病

気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
者
で
、
被

保
険
者
ま
た
は
老
齢
基
礎
年
金

の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
者
が

死
亡
し
た
と
き
に
死
亡
し
た
者

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

新
制
度
の
お
知
ら
せ

　

保
険
料
の
免
除
制
度
が
本
年

7
月
か
ら
「
4
分
の
3
免
除
」

と
「
4
分
の
1
免
除
」
が
加
わ

り
、こ
れ
ま
で
の
「
全
額
免
除
」

と
「
半
額
免
除
」
と
と
も
に
4

段
階
に
な
り
、
所
得
水
準
に
応

じ
納
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課　

☎
(50）
1
2
2
8

佐
原
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

佐
原
社
会
保
険
事
務
所
管
内

で
は
保
険
料
の
未
納
対
策
と
し

て
平
成
18
年
7
月
か
ら
19
年
9

月
ま
で
の
間
、
社
会
保
険
庁
か

ら
委
託
さ
れ
た
「
㈱
も
し
も
し

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
電
話

に
よ
る
納
付
勧
奨
を
中
心
に
戸

別
訪
問
員
に
よ
る
訪
問
、
集
合

徴
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
定
の
所
得
の
あ
る
被
保

険
者
で
未
納
に
な
っ
て
い
る
人

へ
の
納
付
督
励
（
強
制
徴
収
）

や
免
除
基
準
に
該
当
し
て
い
な

が
ら
届
け
出
な
い
人
へ
の
免
除

の
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

佐
原
社
会
保
険

事
務
所　

☎
(55）
1
6
6
1

国
民
年
金
制
度

知っていますか？

育てよう 一人一人の 人権意識
―思いやりの心・かけがえのない命を大切に―

 人権週間　12/4 ～ 10

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か

問い合わせ　栗源のふるさといも祭実行委員会　☎ (75)2114

育てよう 一人一人の 人権意識

幼稚園児を
募 集

　平成 1� 年度、各幼稚
園へ入園する幼児を次
のとおり募集します。
　なお、要望に応じて
時間外の預かり保育も
行います。希望者は園
と直接ご相談ください。

問い合わせ　学校教育課　☎ (50)12��

公立の幼稚園
　対象は平成 1� 年 4 月 2 日から平成 15 年
4 月 1 日までに生まれた、香取市に住所のあ
る幼児です。
　願書の受付は 12 月 4 日㈪から 15 日㈮ま
で、下記のとおり行います（土・日を除く �
時から 17 時まで）。
　受付場所で配布する願書に必要な事項を記
入して提出してください。
公立幼稚園の募集人数など
■佐原幼稚園（210 人） 
受付場所　佐原幼稚園　　☎ (52)�224
■津宮幼稚園（70 人）
受付場所　津宮幼稚園 　　☎ (57)0818
■伊地山幼稚園（�5 人）
受付場所　伊地山幼稚園　☎ (5�)2�28
■小見川幼稚園（210 人）
受付場所　　教育事務所（小見川区事務所 �
階）　☎ (82)2122

私立の幼稚園
　11 月から各幼稚園において願書を受け付
け中です。
○佐原みどり幼稚園
平成 14 年 4 月 2 日から平成 16 年 4 月 1 日
までに生まれた幼児。募集定員は �0 人。
問い合わせ　☎ (52)2772
○白百合幼稚園
平成 1� 年 4 月 2 日から平成 16 年 4 月 1 日
までに生まれた幼児。募集定員は 5� 人
問い合わせ　☎ (52)4080

年金手帳
年金手帳

20歳になったら

国民年金
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雨天
決行

循環バス臨時運行
11 月 1� 日㈰は、「ふるさとフェ
スタ」開催のため、市内循環バ
ス「大戸・瑞穂ルート」「北佐原・
新島ルート」を臨時運行します。
なお、発着時刻は、通常運行と
変更ありません。

栗源のふるさといも祭
日本一の焼いも広場 場所：栗源運動広場 9 時～　雨天時　11 月 23 日㈷

●いも掘り体験広場
●全国道の駅物産展
●栗源育ちの「上海ガニ」汁
●焼きいも（5 トン）無料
●ふかし芋（2 トン） 無料
●関東最大級の大なべ豚汁 無料
●紅白もち投げ
●フリーマーケット
●阿波おどり（三鷹阿波踊り連）
■前夜祭　
11 月 18 日㈯　1� 時～（小雨決行・雨天時 22 日㈬）

問い合わせ　栗源のふるさといも祭実行委員会　☎ (75)2114

ふるさとフェスタさわら2006
場所：コミュニティセンターおよび駐車場

■食の文化祭と商工業振興祭り

▼農・商業団体出展コーナー ▼ふるさと産品コーナー ▼お
にぎり・餅・豚汁・焼肉・牛乳・野菜などの無料配布 ▼丸
太切り大会
■健康づくり大会

▼ＢＣチェッカー（指先の血管年齢測定） ▼骨密度測定 ▼

歯科相談 ▼食コーナーの設置
■正しい消費生活展

▼消費生活苦情相談 ▼重さ当てクイズ ▼フリーマーケット

▼家庭系ごみの出し方、分け方に係るパネル展示
■子ども会祭り

▼軽食・縁日コーナー ▼アトラクション ▼房総カルタ大会
■元気市の開催

▼バルーン大道芸 ▼猿の大衆演劇 ▼ミニコンサート（青戸
健）
■映画上映（午後から）
問い合わせ　農政課　☎ (50)1258

　今年も「駅からハイキング」が開催されます。市で
は参加者を歓迎するために、各団体と協力して各種の
おもてなしをします。
　市民の皆さんも自由に参加できます。
　なお、当日は相当数の参加者が見込まれます。コー
ス付近で車を運転する人は、十分注意してください。
■ハイキングコース（約 10 ㎞）
香取駅→神道山古墳→香取神宮→観福寺→伊能忠敬記
念館→水郷佐原山車会館→忠敬茶屋→東薫酒造→ふる
さとフェスタさわら会場（コミュニティセンターおよ
び佐原駅北駐車場）
■参加費　無料
■申し込み　JR 東日本「駅からハイキング事務局」
☎ 0�(5447)0�7�

問い合わせ　商工観光課　☎ (50)1212

江戸まちハイキング
遊歩佐原

場所：JR 香取駅 受付時間
8時30 分～11時30 分

11

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ いも祭
会場

東総有料自動車道

成田小見川鹿
島

港
線

栗源区
事務所

セブンイレブン

ローソン

公民館
栗源中学校

至成田空港

公園

栗源分遣所

大関駐車場
（送迎あり）

浅間台
スポーツランド
駐車場（送迎あり）

道の駅くりもと
駐車場（送迎あり）

16

44

51

至潮来

至東京方面

至多古町

至旭市

助沢I.C

356

至潮来

51

至銚子

至成田

香取
市役所

ふるさとフェスタ
さわら会場

ＪＲ佐原駅

寺田橋脇 佐原駅入口

356

当日は、栗源のふるさといも祭会場とふるさとフェスタさわら 2006 会場をむす
ぶシャトルバスを運行しますので、ご利用ください。月 19 日 ㈰
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香
取
市
に
は
、楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、そ
ん
な
ホ
ッ

ト
な
ま
ち
の
話
題
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

広報 �【まちかど通信】

　

裁
判
員
制
度　

丸
田
隆
／
著

　

2
0
0
9
年
に
﹁
裁
判
員
制
度
﹂

が
始
ま
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々

国
民
は
﹁
人
を
裁
く
﹂
と
い
う
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
る
。
本
邦
初
の
制

度
へ
の
疑
問
に
答
え
、
問
題
点
を
衝

く
﹁
変
わ
る
刑
事
裁
判
﹂
を
知
る
必

読
の
書
。

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

～
街
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
経
営
学

坪
井
善
明
・
長
谷
川
岳
／
著

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

が
、
10
年
間
で
参
加
者
4
万
人
観
衆

2
0
0
万
人
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長

し
た
の
は
な
ぜ
か
。
企
画
実
現
の
工

夫
、
組
織
運
営
方
法
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
な
ど
、
街
づ
く
り
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
熱
く

語
る
。

水
族
館
を
ま
る
ご
と
楽
し
む
！

榊
原
茂
・
井
上
こ
み
ち
／
著

　

見
て
癒
さ
れ
る
、
行
っ
て
1
0
0

倍
楽
し
め
る
、
全
国
83
館
の
水
族
館

ガ
イ
ド
付
き
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
。

水
槽
の
中
の
岩
石
や
サ
ン
ゴ
は
本
物

か
、
展
示
動
物
た
ち
の
睡
眠
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
の
食
欲

な
ど
、
驚
き
の
ネ
タ
満
載
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆

さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
を

紹
介
し
ま
す
。
小
説
や
エ
ッ

セ
イ
、
旅
行
記
や
絵
本
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま

す
。 今月のおすすめ

　

秋
晴
れ
の
中
、
佐
原
の
大

祭
秋
祭
り
が
、
10
月
13
日
か

ら
15
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

諏
訪
神
社
の
祭
礼
で
あ
る

秋
祭
り
は
、
新
宿
地
区
を
14

台
の
山
車
が
曳
き
廻
さ
れ
、

勇
壮
に
し
て
華
や
か
な
曲
曳

き
﹁
の
の
字
廻
し
﹂
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
3
日
間
天
気
に

恵
ま
れ
た
こ
と
や
、
お
昼
の

人
気
番
組
﹁
お
も
い
っ
き
り

テ
レ
ビ
﹂
で
祭
り
風
景
が
生

中
継
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

例
年
以
上
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
、
堂
本
千
葉
県

知
事
も
訪
れ
、
宇
井
市
長
や

若
連
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

手
踊
り
を
す
る
な
ど
、
祭
り

を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

豪
華
絢
爛
佐
原
の
大
祭
秋
祭
り

3
日
間
で
45
万
人
が
見
物

▲踊りに参加する堂本知事と宇井市長

　山倉の大六天と東泉寺
で、お月見会が行われま
した。幻想的なお寺で、
お茶を飲みながらシャン
ソンなどの演奏を聴ける
ことから、多勢の人たち
が参加しました。

10 月 7 日お寺でお茶とシャンソン

しもに備えて訓練
防災訓練を実施も

　

10
月
17
日
と
18
日
に
、
市
役
所
と

小
見
川
区
事
務
所
で
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
、
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん

も
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
地
震
体
験
車
や
防
災

の
講
習
を
受
け
、
初
期
消
火
訓
練
や

炊
き
出
し
な
ど
、
も
し
も
の
時
に
備

え
迅
速
に
行
動
で
き
る
よ
う
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

▲地震体験を行う自主防災組織の皆さん

▲小見川区で実施された初期消火訓練

▲ 1� 日に行われたテレビの生中継
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Vol.8香取遺産

　

� 広報【まちかど通信】

戦！のじぎく兵庫国体
香取市出場選手の数多く入賞熱

王
さ
ま
と
九
人
の
き
ょ
う
だ
い

～
中
国
の
民
話
～

君
島
久
子
／
訳　

赤
羽
末
吉
／
絵

　

子
ど
も
の
い
な
い
老
夫
婦
は
不
思

議
な
老
人
か
ら
貰
っ
た
9
つ
の
丸
薬

を
飲
む
と
、
9
人
の
子
ど
も
が
産
ま

れ
ま
し
た
。
9
人
は
顔
・
体
つ
き
が

そ
っ
く
り
で
し
た
が
、
ち
か
ら
も

ち
・
く
い
し
ん
ぼ
う
・
は
ら
い
っ
ぱ

い
・
ぶ
っ
て
く
れ
・
な
が
す
ね
・
さ

む
が
り
や
・
あ
つ
が
り
や
・
切
っ
て

く
れ
・
み
ず
く
ぐ
り
と
い
う
不
思
議

な
名
前
と
特
技
を
持
っ
て
い
た
の
で

す
。
名
前
か
ら
し
て
愉
快
な
こ
の
9

人
が
悪
い
王
様
を
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

技
で
次
々
と
や
っ
つ
け
て
い
く
場
面

は
ま
さ
に
痛
快
そ
の
も
の
。
子
ど
も

た
ち
も
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
楽
し
さ

を
味
わ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
胆

で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵
も
物
語
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
尚
中
は
文
政
10
年

（
1
8
2
7
）
に
小
見
川
藩
医

山
口
甫ほ
せ
ん僊

の
次
子
と
し
て
内
浜

に
生
れ
ま
し
た
。
山
口
家
は

代
々
内
田
藩
医
を
務
め
、
父
甫

僊
は
潮
来
の
北
城
家
か
ら
養
子

に
入
っ
た
人
で
、
母
エ
ン
は
新

浜
の
田
村
家
か
ら
嫁
ぎ
ま
し

た
。
尚
中
は
幼
名
を
竜
太
郎
、

成
人
後
は
舜
し
ゅ
ん
か
い

海
と
名
の
り
ま
し

た
。

　

少
年
時
代
か
ら
学
問
に
優

れ
、
11
歳
で
上
京
し
て
寺
門

静せ
い
け
ん軒

に
漢
学
を
学
び
、
鳥
羽
藩

医
安
藤
文
沢
に
医
学
を
学
び
ま

し
た
。天
保
13
年（
1
8
4
2
）、

16
歳
の
時
に
文
沢
の
薦
め
で
、

名
医
と
し
て
評
判
の
高
か
っ

た
佐
藤
泰た
い
ぜ
ん然
の
和
田
塾
に
入
門

し
、蘭
方
医
学
を
学
び
ま
し
た
。

  
翌
年
、
佐
藤
泰
然
は
老
中
堀

田
正
睦
の
招
き
で
佐
倉
に
移

り
、
西
洋
医
学
を
教
授
す
る

順
天
堂
を
開
き
ま
す
。
舜
海
は

順
天
堂
で
頭
角
を
現
し
ま
し
た

が
、
嘉
永
2
年
、
22
歳
の
時
に

母
、
1
年
後
に
父
を
亡
く
し
ま

す
。
家
督
を
継
ぐ
べ
き
兄
、
甫

仁
は
病
弱
な
た
め
、
小
見
川
藩

は
舜
海
を
後
継
者
と
す
る
意
向

を
示
し
、
舜
海
は
生
家
と
医
学

修
業
と
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
悩

み
ま
す
。
舜
海
は
弟
、
星せ
い
か
い海

の

成
人
を
待
っ
て
山
口
家
の
相
続

者
と
し
ま
す
。

  

佐
藤
泰
然
は
舜
海
（
こ
の
こ

ろ
に
尚
中
と
改
名
）
の
卓
越
し

た
能
力
を
認
め
て
嘉
永
6
年

（
1
8
5
3
）
に
養
子
縁
組
を

し
て
後
継
者
と
定
め
ま
す
。
こ

の
時
尚
中
は
27
歳
で
、
す
で
に

妻
サ
ダ
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

  

万
延
元
年
（
1
8
6
0
）
に

西
洋
医
学
を
学
ぶ
た
め
長
崎
へ

向
か
い
、
約
1
年
間
に
わ
た
っ

て
医
学
の
学
習
に
励
み
ま
す
。

指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
オ
ラ
ン

ダ
軍
医
ポ
ン
ペ
は
「
日
本
の
未

熟
な
外
科
医
の
中
に
、
尚
中
の

よ
う
な
優
れ
た
医
師
が
い
る
こ

と
は
例
外
で
あ
り
、
驚
異
で
あ

る
」
と
賞
賛
し
て
い
ま
す
。

  

明
治
2
年
（
1
8
6
9
）、

尚
中
は
新
政
府
か
ら
出
府
命
令

を
受
け
、
ド
イ
ツ
医
学
を
導
入

す
る
た
め
に
大
学
東
校
（
後
の

東
京
大
学
医
学
部
）
の
主
宰
者

と
な
り
、
翌
年
に
は
大
典
医
に

任
ぜ
ら
れ
て
明
治
天
皇
の
侍
医

と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
4
年
に
は
、
大だ

い
が
く
だ
い
じ
ょ
う

学
大
丞

兼け
ん
だ
い
は
か
せ
だ
い
て
ん
い

大
博
士
大
典
医
に
任
命
さ
れ

ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
理
由
が

あ
り
明
治
5
年
に
そ
の
職
を
辞

し
ま
す
。

　

明
治
6
年
、
念
願
だ
っ
た
民

間
人
の
た
め
の
順
天
堂
医
院
を

下
谷
区
練
塀 

（
台
東
区
）
に
創

設
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
患
者
が

殺
到
し
手
狭
と
な
っ
た
た
め
、

翌
年
湯
島
（
文
京
区
）
に
土
地

3
千
坪
を
求
め
て
新
病
院
を
建

設
し
、翌
8
年
に
移
転
し
ま
す
。

こ
れ
が
現
在
の
順
天
堂
大
学
の

始
ま
り
で
す
。

佐藤尚
た か な か

中
「順天堂大学の創始者」

順
天
堂
医
院
創
設

　

尚
中
は
こ
の
こ
ろ
の
奔
走
と

資
金
の
借
入
な
ど
心
労
が
重
な

り
、
肺
結
核
を
発
病
し
、
7
年

後
の
明
治
15
年
大
喀
血
を
し
て

死
亡
、
享
年
56
歳
で
し
た
。
遺

骨
は
谷
中
墓
地
に
葬

ら
れ
ま
し
た
。

  

谷
中
墓
地
の
入
り

口
に
、
尚
中
の
1
周

忌
に
建
立
さ
れ
た
高

さ
6
ｍ
の
顕
彰
碑
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

全
国
の
門
弟
3
5
0

余
名
の
醵き
ょ
き
ん金
に
よ
る

も
の
で
す
。
そ
し
て

地
元
内
浜
の
出
生
地

は
山
口
家
か
ら
寄
附

さ
れ
、
郷
土
の
医
聖

尚
中
の
偉
業
を
後
世

に
残
す
べ
く
、
昭
和

11
年
に
香
取
郡
医
師

会
に
よ
り
誕
生
地
記
念
碑
が
建

て
ら
れ
「
千
葉
県
指
定
史
跡
佐

藤
尚
中
誕
生
地
」
内
浜
公
園
と

し
て
地
元
の
人
々
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　9 月 30 日から 10 月 10 日ま
で開催された「のじぎく兵庫国
体」。正式競技 37 競技、公開競
技 3 競技で 11 日間に渡る熱戦
が繰り広げられ、本市出身者も
数多くの入賞を果たしました。
　また、10 月 26 日には、優勝
者に市長特別賞、入賞者に教育
委員会表彰が行われました。

【競　泳】
○香取克彦（佐原イ・成田高
校）少年男子 A400 ｍメドレー
リレー 3 位、同 A200 ｍ平泳ぎ
6 位、
○平山瑛

え り な

梨奈（野田・小見川高
校）混合女子 200 ｍリレー優
勝、少年女子 A400 ｍメドレー
リレー 2 位、同 A400 ｍリレー
5 位、同 A200 ｍ個人メドレー
6 位、

【ボート】
○小倉亜沙美（一ノ分目・小見
川高校）少年女子シングルスカ
ル 3 位

【カヌー】
○鈴木康大（一ノ分目・立命館
大）成年男子カヤックシングル
500 ｍ 3 位
○亀山勇太（富田・小見川高校）、
實川英樹（貝塚・市立銚子高校）

少年男子カナディアンペア 500
ｍ優勝、同 200 ｍ 2 位
○鎌形彩

あや

（羽根川・銚子商業高
校）、菅谷春菜（富田・銚子商
業高校）、吉野つかさ（阿玉川・
銚子商業高校）、向後友理子（本
郷・銚子商業高校）少年女子カ
ヤックフォア 200 ｍ 6 位，同
500 ｍ 8 位
○石毛摩耶（下飯田・銚子商業
高校）、田村直也（入会地・銚
子商業高校）少年男子カヤック
ペア 200 ｍ 8 位

【馬　術】
○齋藤功

こうき

貴（岩部・多古高校）
少年男子スピードアンドハン
ディネス 2 位、少年男子団体障
害飛越 4 位
○林忠寛（沢・多古高校）少年
トップスコア 2 位、少年男子リ
レー 3 位、少年男子団体障害飛
越 4 位

【体　操】
○浅野慶

けいや

哉（北・東京学館高校）
少年男子団体 5 位
○齋藤雅

まさし

史（佐中出身・早稲田
大学）、萩原達也（佐中出身・
順天堂大学）、久保木智

ともひろ

大（津宮・
中京大学）成年男子団体 8 位

（敬称略）

　佐原の大祭秋祭りで活
躍した下新町区の人形

「浦嶋太郎」と上宿区の
山車が、山車会館に展示
されています。上宿区の
山車には「源義経」の人
形が飾られています。

10 月 16 日浦嶋太郎と源義経 現る

長
崎
で
西
洋
医
学
を
学
ぶ

後列左から、林忠寛、齋藤功貴、向後友理子、吉野つかさ、菅谷春菜、浅野慶哉、香取克彦
前列左から、亀山勇太、賓川英樹、宇井市長、関教育長、平山瑛梨奈、小倉亜沙美

記念碑が建てられている内浜公園

佐藤尚中像
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新しい心肺蘇生（救命処置）法を学びましょう

　
「
紫
陽
花
窯
」
の
原
田
糸
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
花
瓶
（
一

輪
挿
し
）
作
り
を
ご
一
緒
に
。

■
日
時　

11
月
25
日
㈯　

成

形
・
11
月
26
日
㈰　

け
ず
り
・

12
月
9
日
㈯　

釉
が
け　

い
ず

れ
も
13
時
30
分
〜

■
場
所　

ふ
る
さ
と
の
家

■
募
集
人
員　

先
着
10
人
程
度

■
参
加
費　

1
人
1
0
0
0
円

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
爪
は

短
く
処
理
し
て
く
だ
さ
い

　

11
月
22
日
㈬
ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接　

教
育
課
へ

　
　
　
　
　
　

 

☎
（75）
2
1
1
7

　

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た

め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
12
月
2
日
㈯　

13
時
30
分
〜

16
時　

酒
々
井
町
中
央
公
民
館

◇
12
月
17
日
㈰　

13
時
30
分
〜

16
時　

八
街
中
央
公
民
館

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
協
会　

印
旛
香
取

事
務
所

　

0
4
3（
4
9
6
）2
3
3
1

　

税
理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
相
談
希

望
者
は
、
事
前
に
各
税
理
士
事

務
所
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
12
月
4
日
㈪　

10
時
〜
15

時　

伊
藤
秀
雄
税
理
士
事
務
所

（
佐
原
イ
3
4
0
）☎（52）

6
0
5
2

◇
12
月
18
日
㈪　

10
時
〜
15
時

黒
田
忠
正
税
理
士
事
務
所
（
佐

原
イ
59　

6
）
☎

（52）
2
5
1
1

※
現
在
、
税
理
士
お
よ
び
税
理

士
法
人
に
税
務
顧
問
を
依
頼
し

て
い
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

千
葉
県
税
理
士
会
佐
原
支
部

税
務
指
導
対
策
部　

伊
藤　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
0
5
2

　

e
ー

T
a
x
は
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
申
告
（
所
得
税
・
法
人

税
・
消
費
税
・
酒
税
・
印
紙

税
）
が
で
き
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

な
ど
を
利
用
し
て
納
税
が
で
き

た
り
、
と
て
も
便
利
な
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

佐
原
税
務
署
で
は
e
ー

T
a
x

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

佐
原
税
務
署
☎

（54）
1
3
3
1

　

日
本
赤
十
字
千
葉
県
支
部
で

は
、
災
害
発
生
時
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
説
明
会
へ
ご
参
加
い

た
だ
き
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録

者
の
皆
さ
ん
に
は
研
修
・
訓
練

な
ど
を
行
い
、
災
害
時
に
活
動

で
き
る
よ
う
、
知
識
・
技
術
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

赤
十
字
の
災
害
救
護
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
2
日
㈯　

10
時

〜
16
時

■
場
所　

銚
子
市
勤
労
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
e
メ
ー
ル
に
て
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
希
望
日
を
記

入
く
だ
さ
い

　

11
月
18
日
㈯
ま
で
に
日
本
赤

十
字
社
千
葉
県
支
部
救
護
福
祉

課
救
護
係

〒
2
6
0　

8
5
0
9　

千
葉

市
中
央
区
千
葉
港
4　

1　

☎
0
4
3（
2
4
1
）7
5
3
1

0
4
3（
2
4
8
）6
8
1
2

　

c
h

ib
a

s
ib

u
@

m
v
b

.
biglobe.ne.jp

　

http://w
w

w
.chiba.jrc.

or.jp

　

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で

調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
人

は
、
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在

の
就
業
状
況
を
平
成
19
年
1
月

15
日
㈪
ま
で
に
、
知
事
に
就
業

届
け
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

知
事
指
定
届
出
受
理
機
関

㈳
千
葉
県
調
理
師
会　

☎
0
4
3（
2
2
5
）7
7
3
6

香
取
保
健
所
管
内
調
理
師
会　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
5
0
5
6

　

狩
猟
期
間
は
、
11
月
15
日
㈬

か
ら
2
月
15
日
㈭
で
す
。

　

野
外
で
活
動
さ
れ
る
人
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、

事
故
が
な
い
よ
う
安
全
な
狩
猟

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

千
葉
県
庁
自
然
保
護
課

☎
0
4
3（
2
2
3
）2
9
7
2

　

千
葉
司
法
書
士
会
で
は
、
金

融
、
カ
ー
ド
、
住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
に
よ
る
多
重
債
務
者
の
た
め

の
無
料
電
話
相
談
（
多
重
債
務

1
1
0
番
）
を
開
催
し
ま
す
。

面
談
も
可
。

　

法
的
知
識
が
な
い
ば
か
り
に

過
払
い
金
の
返
還
請
求
を
し
て

い
な
い
、
悪
質
な
取
り
立
て
や

高
利
な
不
動
産
担
保
ロ
ー
ン
で

自
宅
を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
、ヤ
ミ
金
・

紹
介
屋
や
整
理
屋
提
携
と
い
っ

た
違
法
業
者
の
被
害
に
あ
っ
て

い
る
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず

に
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
9
日
㈯
・
10
日

㈰　

10
時
〜
15
時

■
場
所　

千
葉
司
法
書
士
会
館

（
千
葉
市
美
浜
区
幸
町
2　

2

　

1
・
Ｊ
Ｒ
西
千
葉
駅
か
ら
徒

歩
10
分
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

■
相
談
専
用
電
話　

☎
0
4
3（
2
4
3
）4
1
4
4

■
相
談
方
法　

電
話
相
談
。
面

談
希
望
者
は
事
前
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
で
す

　
　

ち
ば
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
0
4
3（
2
0
4
）8
3
3
3

　

0
4
3（
2
4
7
）3
9
9
8

　

夫
に
よ
る
暴
力
や
セ
ク
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性

を
め
ぐ
る
各
種
人
権
問
題
に
つ

い
て
、
全
国
一
斉
に
人
権
擁
護

委
員
が
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
』
を
通
じ
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
日
時　

11
月
13
日
㈪
〜
17
日

㈮　

8
時
30
分
〜
19
時
30
分

11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰　

10
時

〜
17
時

■
相
談
専
用
電
話
番
号　

☎
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0

　

千
葉
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
内
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
事
務
局

☎
0
4
3（
2
4
7
）3
5
5
5

○
片
野
団
地
Ａ
棟

■
所
在
地　

片
野
4
1
1

■
募
集
数　

一
般
住
宅
／
1
戸

■
家
賃　

1
万
3
3
0
0
円
〜

■
規
格　

3
Ｄ
Ｋ（
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
浴
室
・
水
洗
ト

暮
ら
し
の

情
報

広報 【暮らしの情報】

お知らせ

講座
教室

募集

赤
十
字
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファックス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

税
の
無
料
相
談

イ
レ
）
部
屋
は
3
階
に
な
り
ま

す○
粉
名
口
団
地
3
号
棟

■
所
在
地　

佐
原
ロ
2
0
9
7

│
7

■
募
集
数　

事
故
住
宅
／
1
戸

※
事
故
住
宅
と
は
人
身
な
ど
の

事
故
が
あ
っ
た
住
宅
で
す

■
家
賃　

1
万
8
3
0
0
円
〜

■
規
格　

3
Ｄ
Ｋ（
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
浴
室
・
水
洗
ト

イ
レ
）
部
屋
は
4
階
に
な
り
ま

す○
日
下
部
住
宅

■
所
在
地　

府
馬
3
4
2
9
―

9■
募
集
数　

一
般
住
宅
／
2
戸

■
家
賃　

1
万
1
9
0
0
円
〜

■
規
格　

3
Ｄ
Ｋ（
6
畳
2
間
・

4
畳
半
1
間
・
浴
室
・
汲
取
り

式
ト
イ
レ
）

■
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
ま

た
は
勤
務
先
が
あ
り
、
現
在
住

宅
に
困
っ
て
い
る
人
。
た
だ
し

　世界的標準に準拠した「日本版救急蘇生
法ガイドライン」に基づき、心肺蘇生法等
が一部改正されました。
　香取広域市町村圏事務組合では救命救急
講習会を行なっています。いざという時、
あなたの大切な家族や友人を救うため新し
い心肺蘇生法を受講してみませんか。
■日時　毎月第 2 日曜日　� 時～正午
■場所・定員　小見川消防署 20 人・佐原消防署 10 人
■申し込み　開催月の第 1 日曜日 17 時まで（先着順）
※講習会受講者には「普通救命講習Ⅰ修了証」を交付
　小見川消防署　☎ (8�)011�
　佐原消防署　　☎ (52)4111

調
理
師
の
就
業
届
け
を

忘
れ
ず
に

狩
猟
期
間
の
開
始

手
話
講
習
会

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

陶
芸
教
室

申
告
・
納
税
に

e 

ー 

T
a
x

市
営
住
宅
の
入
居
者

多
重
債
務
1
1
0
番

HP

11
月

2006. November

【主な改正点】

人工呼吸の吹き込み時間

胸骨圧迫と人工呼吸の比率

初回除細動実施回数

除細動実施後の対応

改　正　前

1 回 2 秒

15：2

連続 � 回

心電図波形
解析後胸骨圧迫

新しい心肺蘇生法等

1 回 1 秒

�0：2

1 回

実施後は直ちに
胸骨圧迫
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佐原の町並み建物特別公開

-
-

 

市民生活課　　☎（54）1138　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）2113　　　市民環境課　☎（75）2113

山田区事務所　　 11月22日㈬　予約日11月16日㈭
市役所　　　　　 12月13日㈬　予約日12月  4日㈪
小見川区事務所　 12月21日㈭　予約日12月18日㈪

●行政相談・人権相談　
　11月20日㈪　13時30分～15時30分

市民生活課　　☎（54）1138
　12月20日㈬　13時30分～15時30分

市民生活課　　☎（54）1138　　　市民環境課　☎（82）1114
　市民環境課　☎（78）2113　　　市民環境課　☎（75）2113

●消費生活相談　9時～17時
市民生活課　　11月30日㈭・12月14日㈭　☎（54）1138
　市民環境課  11月16日㈭・12月  7日㈭　☎（82）1114

●交通事故相談　10時～15時　要予約
環境安全課　　11月28日㈫・12月12日㈫　☎（50）1248
　市民環境課　11月16日㈭・12月21日㈭　☎（82）1123

●子育て相談　　月～金曜日（祝祭日を除く）　8時30分～17時15分
　大倉保育所　　☎（57）0643　たまつくり保育所　☎（55）9500
●心配ごと相談　10時～15時	
　社会福祉協議会栗源支所   11月16日㈭・12月21日㈭ ☎（75）2118
　社会福祉協議会本所　　　　11月30日㈭　☎（54）4410
　社会福祉協議会小見川支所　12月  7日㈭　☎（83）7071
　社会福祉協議会山田支所　　12月14日㈭　☎（78）1056

●精神保健福祉相談　11月21日㈫・12月12日㈫・19日㈫　要予約
●エイズ検査（無料）　第2・4月曜日　13時～14時受付（予約不要）
●未熟児等健康相談　12月15日㈮　13時～13時30分受付　要予約
●配偶者からの暴力に関する相談　毎週水曜日　要予約
　☎（52）9310　電話での相談（毎週月～金曜日）　9時～16時
●女性のための健康相談 11月16日㈭・12月28日㈭　要予約
　☎（52）9157

広報【暮らしの情報】

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　8時30分～16時30分　

法律相談 市民対象  9時30分～14時  予約は市民生活課　☎（54）1138 
受付は予約日の8時30分から10人まで　　          ☎(54)1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎（52）9161

　11 月 18 日㈯と 19 日㈰の 2 日間、佐原の重要伝統的建造物群保存地区内を案
内する「佐原の町並み建物特別公開」を開催します。
　「NPO 法人小野川とさわら町並みを考える会」の案内で特別公開を含む 10 棟
前後の伝統的な建物を見学してみませんか。
■時間　11 時・13 時 30 分～（両日とも）
　出発時間の 30 分前までに佐原町並み交流
館へ集合してください。

【関連行事】佐原囃子の演奏と故郷産品市
■日時　11 月 18 日㈯・19 日㈰ 10 時～ 16 時
■場所　八坂神社境内
　都市計画課　☎ (50)1214

佐原の町並み建物特別公開
―重要伝統的建造物群保存地区―

所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

■
備
考　

浴
槽
、
風
呂
釜
は
入

居
者
負
担
と
な
り
ま
す

　

11
月
30
日
㈭
ま
で
に
各
担
当

課
へ
（
土
日
を
除
く
）

都
市
計
画
課　

☎
（50）
1
2
1
4

　

都
市
建
設
課
☎

（82）
1
1
1
8

　

都
市
建
設
課
☎

（78）
2
1
1
6

　

都
市
建
設
課
☎

（75）
2
1
1
5

　

黒
部
川
は
、
私
た
ち
の
水
道

水
源
・
農
業
用
水
な
ど
、
大
切

な
資
源
。「
黒
部
川
を
ふ
る
さ

と
の
川
に
す
る
会
」
で
は
、
水

辺
を
美
し
く
保
全
す
る
活
動
と

し
て
、
ク
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

秋
の
す
が
す
が
し
い
風
に
吹

か
れ
な
が
ら
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
兼
ね
て
黒
部
川
沿

い
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
26
日
㈰　

9
時

〜■
集
合
場
所　

小
見
川
区
事
務

所■
内
容　

河
畔
散
策
を
し
な
が

ら
清
掃
活
動

　
　

市
民
環
境
課
内
黒
部
川
を

ふ
る
さ
と
の
川
に
す
る
会

　
　
　
　
　
　

☎
（82）
1
1
2
3

　

森
林
研
究
セ
ン
タ
ー
が
東
庄

県
民
の
森
、
㈳
千
葉
県
緑
化
推

進
委
員
会
と
共
同
で
企
画
し
た

里
山
に
関
す
る
講
習
会
で
す
。

　

日
頃
、
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

里
山
の
中
で
、
自
然
観
察
な
ど

の
拠
点
づ
く
り
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
19
日
㈰　

9
時

30
分
〜
15
時

■
場
所　

東
庄
県
民
の
森
（
東

庄
町
小
南
6
3
9
）

■
募
集
人
数　

50
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　

5
0
0
円（
保
険
・

資
料
代
な
ど
、
昼
食
は
各
自
）

　

東
庄
県
民
の
森

　
　
　
　
　
　

☎
（87）
0
3
9
3

　

ち
ば
里
山
セ
ン
タ
ー

〒
2
9
9　

0
2
6
5　

袖
ケ

浦
市
長
浦
拓
2
号
5
8
0　

1
4
8☎

0
4
3
8

（62）
8
8
9
5  

　

0
4
3
8

（60）
1
5
2
2

■
職
種　

看
護
師（
正
規
職
員
）

■
採
用
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

看
護
師
免
許
証

を
有
す
る
人
で
年
齢
45
歳
ま
で

■
業
務
内
容　

病
棟
勤
務
・
外

来
勤
務
・
手
術
室
勤
務

■
応
募
方
法　

履
歴
書
（
写
真

添
付
）
お
よ
び
看
護
師
免
許
証

の
写
し
を
提
出

■
締
め
切
り　

12
月
20
日
㈬

　

国
保
小
見
川
総
合
病
院
庶
務

課　

☎
（82）
3
1
6
1

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

■
日
時　

12
月
3
日
㈰　

8
時

30
分
受
付
、
9
時
競
技
開
始

■
場
所　

小
見
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
体
育
館

■
種
目　

一
般
男
女
シ
ン
グ
ル

ス
（
男
女
別
個
人
戦
）
各
70
人

■
参
加
費　

1
人
3
0
0
円

（
保
険
料
な
ど
）
大
会
当
日
納
入

　

11
月
22
日
㈬
ま
で
に
小
見
川

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
香

取
市
体
育
協
会
小
見
川
支
部　

☎
（83）
0
1
0
1　

（83）
0
1
4
9

　

香
取
市
・
水
郷
佐
原
観
光
協

会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
お
こ
し
佐
原

の
大
祭
振
興
協
会
共
催
の
「
佐

原
の
観
光
と
祭
り
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
写
真
展
を
開
催
し

ま
す
。

　

四
季
を
通
し
た
自
然
景
観
・

水
郷
・
町
並
み
や
イ
ベ
ン
ト
を

題
材
に
し
た
「
観
光
の
部
」、

佐
原
の
大
祭
夏
・
秋
祭
り
を
題

材
と
し
た
「
祭
り
の
部
」
の
入

賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
25
日
㈯
〜
12
月

3
日
㈰　

10
時
〜
16
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
1

階
フ
ロ
ア

　

商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
1
2

■
日
時　

12
月
3
日
㈰　

8
時

〜
（
毎
月
第
1
日
曜
日
開
催
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
の
み
）

の
出
店
者
も
募
集
中

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会　

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
1
0
0
0

▲佐原学校給食センター付近からと利根川を臨む
（手前：与倉屋倉庫・奥：利根川）明治中頃 ▲大正初期の小野川沿い

催し

黒
部
川
ク
リ
ー
ン
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

市
民
卓
球
大
会

国
保
小
見
川
総
合
病
院

平
成
19
年
度
職
員

里
山
公
開
講
座
の

受
講
生

佐
原
の
観
光
と
祭
り

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
展

小
江
戸
さ
わ
ら
の

骨
董
市
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日本の技と音

ギャラリーギャラリー

「おおくすの郷」のお年寄り
へプレゼント。みんなで折紙
をちぎって作ったんだよ。
楽しかったー！

気球にのって

人口と世帯今月の納期限

 11月30日（木） 11月1日現在
人　口／88,268人（-98）
　　　男43,767人（-48）
　　　女44,501人（-50）
世帯数／28,984戸  （+1）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

　

  

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

落お
ち
う
ど人

の
末ま

つ
え
い裔

な
り
し
山
あ
け
び　

嶋
田　

昭
三
（
佐
原
イ
）

評
・
落
人
と
言
え
ば
一
般
的
に
は
、
か
つ
て
合
戦
に
敗
け
た
平
家

の
人
達
を
さ
し
て
い
る
。
山
の
樹
木
に
か
ら
ま
り
紫
に
熟
れ
て
い

る
「
あ
け
び
」
の
実
を
落
人
の
末
裔
（
子
孫
）
と
作
者
は
見
た
。

感
覚
的
だ
が
こ
こ
に
は
親
し
さ
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

水
鏡
見
て
無い

ち
じ
く

花
果
の
実
り
け
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田　
　

稔
（
大　

倉
）

包
丁
の
銘
の
手
ざ
わ
り
鳥
わ
た
る　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

富
子
（
一
ノ
分
目
）

天
髙
し
名
を
遺
し
ゐ
る
文
学
碑　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
川　

三
朝
（
府　

馬
）

鳶
の
輪
の
光
る
夕
映
え
秋
髙
し　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
岡
寿
々
む
（
神　

生
）

白
鳥
の
来
る
日
近
づ
き
子
を
思
ふ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田　

た
け
（
大　

倉
）

　

 

香
取
歌
壇 

五
喜
田　

正
巳
選

背
伸
び
し
て
コ
ス
モ
ス
切
れ
ば
天
高
く
運
動
会
の
花
火

が
あ
が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
海
津
江
（
下
飯
田
）

評
・
大
き
く
な
っ
た
コ
ス
モ
ス
。
花
も
見
事
で
あ
ろ
う
。
背
伸
び

し
て
切
る
。
そ
の
と
き
花
火
が
あ
が
る
。
音
だ
け
の
も
の
だ
が
、

作
者
の
目
に
は
コ
ス
モ
ス
の
花
が
一
緒
に
開
い
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
に
詩
が
あ
る
。

晩
成
と
い
わ
れ
た
手
相
若
き
日
と
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
に
齢

重
ね
き	

繪
鳩　

昌
之
（
府　

馬
）

自
作
農
を
悲
願
と
購

あ
が
ない

し
峡
の
田
に
休
耕
五
年
の
雑
草

茂
る 

菅
澤　
　

進
（
岩　

部
）

故
里
の
父
母
兄
も
す
で
に
亡
く
眠
れ
る
森
の
き
ざ
は
し

が
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
山　

辰
雄
（
磯　

山
）

色
づ
け
る
稲
田
に
靄
の
た
ち
た
れ
ば
彼
方
の
里
山
ポ

ワ
ー
ッ
と
浮
け
り　
　
　
　
　
　

平
野　

や
す
（
古　

内
）

い
に
し
え
に
秋
の
七
草
詠
み
し
人
里
の
尾
花
や
月
も
聴

き
て
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

小
松
原　

忠
（
府　

馬
）

　

佐原みどり幼稚園

園児全員

パ
パ 

英
樹
さ
ん
／
マ
マ 

幸
子
さ
ん

●
金か

ね
こ子　
圭け

い
ご吾

く
ん（
佐
原
ニ
）

パ
パ 

好
敏
さ
ん
／
マ
マ 
真
弓
さ
ん

●
北き

た
じ
ま島　

禾い
ぶ
き雪

く
ん（
大
崎
）
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1歳
9カ月

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ト
ラ
ク
タ
ー

に
乗
る
の
が
大
好
き

動
物
大
好
き
。
そ
の
中
で
も

特
に
犬
が
大
好
き
。

●
飯い

い
だ田 

桃も
も
か香

ち
ゃ
ん（
加
藤
洲
）

パ
パ 

智
さ
ん
／
マ
マ 

恵
代
さ
ん

●
西に

し
び
ろ廣 

悠ゆ
う
り利

く
ん（
阿
玉
川
）

飛
行
機
と
電
車
が
大
好
き
で

い
つ
も
手
を
振
っ
て
い
ま
す

パ
パ 

大
輔
さ
ん
／
マ
マ 

ゆ
き
江
さ
ん

●
小こ

ば
や
し林 

稀の

あ綾
ち
ゃ
ん（
扇
島
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
て
あ
そ
び

す
る
の
が
大
好
き

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

（第 4 期）

（第 8 期）

（第 8 期）

　

広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
9
月
末
で
2
年
6
カ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
の
お
も
し
ろ
さ
と
、
4
歳
と

2
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
の
成

長
の
記
録
を
残
す
こ
と
を
理
由

に
、
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
を
購
入
。
佐
原
の
秋
祭
り
取

材
に
間
に
合
わ
せ
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
人
気
機
種
と
い
う
こ

と
も
あ
り
在
庫
が
な
く
、
初
陣

を
飾
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
が
残
念
で
し
た
。
今
後
は
、

現
在
使
用
し
て
い
る
仕
事
機
と

あ
わ
せ
て
、仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
記
念
の
1
枚
と
な
る
写
真

が
た
く
さ
ん
撮
れ
る
よ
う
、
ガ

ン
ガ
ン
使
い
こ
な
し
て
い
き
た

い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

生
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
？

　

現
在
、
小
鼓
筒
89
本
・
大
鼓

筒
8
本
・
太
鼓
筒
4
本
・
能
管

2
管
を
初
め
と
す
る
能
楽
器
を

主
体
に
、
謡
い
本
・
手
附
・
鼓

に
関
す
る
資
料
文
献
を
中
心
と

し
た
も
の
で
す
。

　

大
阪
麦
酒
（
現
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
）
株
式
会
社
の
創
業
に
携

わ
っ
た
生
田
秀
氏
と
そ
の
長
男

で
あ
る
生
田
耕
一
氏
が
二
代
に

わ
た
り
収
集
し
た
も
の
で
、
耕

一
氏
は
大
正
6
年
に
、
山
崎
楽

堂
氏
と
共
著
で
小
鼓
に
関
す
る

唯
一
の
研
究
書
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
「
鼓
筒
之
鑑
定
」、

翌
7
年
に
「
鼓
筒
図
譜
」
を
鼓

筒
研
究
会
編
と
し
て
出
版
し
ま

○
生
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
会

■
日
時　

11
月
18
日
㈯
〜
26
日

㈰　

10
時
〜
17
時

■
場
所　

佐
原
三
菱
館

■
展
示
品　

小
鼓
筒
・
大
鼓
筒
・

能
管
・
そ
の
他
展
示
資
料

■
入
場
料　

無
料

○
小
鼓
講
演
会

■
日
時　

11
月
26
日
㈰ 

14
時
〜

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館

■
内
容　

第
1
部　

小
鼓
講
演

会
と
小
鼓
古
筒
打
ち
比
べ

第
2
部　

解
説
付
き　

能
楽
囃

子
・
佐
原
囃
子

■
入
場
券　

3
5
0
0
円

■
販
売
窓
口　

水
郷
佐
原
観
光

協
会
駅
前
案
内
所
「
座
・
音
遊
」

事
務
局 

呉
服
小
松

　

生
涯
学
習
課
☎

（50）
1
2
2
4

　 小鼓筒　生田コレクション展示会
～日本人の心を揺さぶる美と音の世界～

し
た
。

　

小
鼓
筒
の
中
に
は
、古
阿
古
・

阿
古
・
千
種
・
生
・
多
武
峰
・

北
折
居
・
南
折
居
・
難
波
・
阿

波
・
大
日
内
匠
な
ど
各
系
統
の

作
者
の
作
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
制

作
年
代
も
室
町
時
代
初
期
か
ら

も
っ
と
も
新
し
い
も
の
で
大
正

時
代
ま
で
と
各
時
代
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

1歳
9カ月

1歳
9カ月

日本の技と音

1歳
9カ月

パ
パ 

利
春
さ
ん
／
マ
マ 

真
知
子
さ
ん

毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
お
姉

ち
ゃ
ん
と
追
い
か
け
っ
こ
が
大
好
き

1歳
9カ月


